












































































































び付くかの検討が行われてきた。しかしながら Keltner et al.（2001）や Eisenberg（1986），小岩・
小松・若島（2020）は，それぞれの言動とからかいの発生を個別に検討したものであるため，からか
いのきっかけとなる受け手の言動を整理・分類したものではない。また，からかいのきっかけを分




































パーソナリティとからかいを受けた際の不快感情との関連を示した研究（Bollmer, Harris, Milich, 




































































































































F1 F2 F3 F4
個性的な言動（α=.823）
27. ほかの人はしないような突飛な行動をしたとき 1.034 -.093 -.047 -.074
9. ほかの人はしないような不思議な返答をしたと
き .718 .084 -.161 .164
18. 趣味・嗜好が人より変わっていたとき .665 .007 .031 .045
26. 世間知らずな言動をしたとき .630 .003 .275 -.108
30. ほかの人は言わないような独創的な意見を言っ
たとき .623 .130 .019 .013
怠学な言動（α=.881）
24. 授業に遅刻してきたとき -.024 .999 -.050 -.089
5. 授業に寝坊してきたとき .010 .832 -.098 .069
25. 授業の課題を出さなかったとき .051 .811 .159 -.080
6. 単位を落としたとき .026 .487 .013 .238
迷惑な言動（α=.773）
12. ほかの友人を見下した態度をとったとき -.040 -.073 .815 -.011
4. ほかの友人に対してきつくあたったとき .036 -.078 .631 .107
34. 重要な話し合いに遅刻してきたとき -.007 .048 .605 .007
32. ほかの友人の迷惑になるような失敗をしたとき .058 .117 .572 .008
退屈な言動（α=.813）
10. 話が面白くなかったとき .022 -.084 -.072 .958
11. ノリが悪かったとき -.048 -.021 .222 .703
13. 話にオチがなかったとき .222 .115 -.026 .501
19. 話が長かったとき -.048 .110 .131 .476
因子間相関 F1 F2 F3 F4

































笑わせる F 値 多重比較
個性的な言動
M 12.23 17.73 17.03
38.31** A<B=C
SD 5.10 5.23 5.16
怠惰な言動
M 9.97 14.79 14.16
32.78** A<B=C
SD 4.96 4.6 5.08
迷惑な言動
M 12.11 10.5 10.58
5.96** B=C<A
SD 3.83 4.21 3.88
退屈な言動
M 9.55 11.65 11.61
8.82** A<B=C
SD 4.12 4.90 3.90
注）*p<.05, **p<.01







































退屈な言動 -.247** .342** .145
注）*p<.05，**p<.01
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boring	 behavior."	Furthermore,	 it	was	 shown	 that	 the	 contemporary	 adolescents	 teased	
"individualistic	behavior,"	 "lazy	behavior,"	and	 "boring	behavior"	 for	 the	purpose	of	humor,	and	
they	tease	"annoying	behavior"	with	aggressive	intentions.	Based	on	these	results,	we	discussed	
the	possibility	 that	 teasing	was	patterned	as	play	when	 it	deviates	 from	social	norms,	and	as	
aggression	when	it	deviates	from	social	norms	and	shakes	their	friendship.
Keywords：teasing,	"Ijiri,"	trigger,	The	aim	of	teasing,	Friendship
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